






 







チ
ェ
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ク

項
目

正
し

い
値

FC
A

AR
CH

IT
RE

ND
ZE

RO

TO
A

Ul
tim

at
e

宮
川

工
機

M
P-

CA
D8

ﾈｯ
ﾄｲ

ｰｸ
ﾞﾙ

XS
TA

R
CS

T
AL

TA
DT

S
W

al
k 

in
 h

om
e

ｲﾝ
ﾃｸ

ﾞﾗ
ﾙﾎ

ｰ
ﾑｽ

ﾞ君
HS

B

①
1

柱
の

座
標

と
横

架
材

の
座

標
が

一
致

し
て

い
る

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

×
2

横
架

材
の

継
手

部
分

は
正

し
く

伸
び

返
り

が
設

定
さ

れ
て

い
る

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

×
②

1
偏

芯
し

た
柱

の
入

力
座

標
は

通
り

芯
に

配
置

し
た

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

×
2

 横
架

材
の

伸
び

返
り

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

〇
〇

〇
△

〇
〇

〇
×

3
柱

の
偏

芯
方

向
、

数
値

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
×

③
1

窓
の

取
り

付
き

高
さ

、
開

口
高

さ
は

正
し

い
か

。
FL

を
考

慮
し

て
設

定
さ

れ
て

い
る

か
取

り
付

き
高

さ
20

00
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
開

口
高

さ
12

00
〇

〇
〇

〇
△

〇
〇

－
2

出
入

口
の

取
り

付
き

高
さ

、
開

口
高

さ
は

正
し

い
か

。
FL

を
考

慮
し

て
設

定
さ

れ
て

い
る

か
取

り
付

き
高

さ
20

00
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
開

口
高

さ
20

00
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
3

窓
、

出
入

り
口

の
入

力
点

は
柱

の
座

標
と

一
致

し
て

い
る

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
4

1層
洋

室
の

FL
、

天
井

高
は

正
し

く
設

定
さ

れ
て

い
る

か
天

井
高

24
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

FL
36

〇
〇

〇
〇

〇
△

〇
－

5
1階

階
高

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

１
階

階
高

29
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

6
2層

洋
室

の
FL

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

FL
48

〇
〇

〇
〇

〇
△

〇
－

7
2階

階
高

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

２
階

階
高

28
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

④

1
 腰

壁
の

高
さ

、
柱

の
高

さ
は

正
し

く
設

定
さ

れ
て

い
る

か
腰

壁
高

さ
(１

層
基

準
レ

ベ
ル

基
準

)
10

36
〇

〇
〇

×
×

×
〇

柱
の

種
類

コ
ー

ド
7:

親
柱

(1
3:

束
立

)
△

×
〇

〇
〇

×
－

×
柱

の
長

さ
(胴

付
長

)
10

36
〇

〇
〇

〇
×

×
－

〇

2
垂

れ
壁

の
高

さ
、

柱
の

高
さ

は
正

し
く

設
定

さ
れ

て
い

る
か

垂
れ

壁
高

さ
(１

層
基

準
レ

ベ
ル

か
ら

壁
下

端
ま

で
の

高
さ

)
18

36
〇

〇
〇

×
×

×
〇

柱
の

種
類

コ
ー

ド
11

:吊
束

〇
〇

×
〇

〇
×

×
柱

の
長

さ
(胴

付
長

)
82

4
△

〇
×

〇
〇

×
〇

3
横

架
材

の
端

部
は

始
終

点
と

も
柱

の
座

標
と

一
致

し
、

端
部

は
柱

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
伸

び
に

な
っ

て
い

る
か

〇
〇

〇
△

〇
〇

〇
×

Ｆ
Ｌ
、
窓
、
出
入
り
口
の
取
付
高
さ

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

横
架
材
の
継
手
と
柱
の
配
置
位
置
の
チ
ェ
ッ
ク

柱
の
偏
芯
と
横
架
材
の
配
置

腰
壁
垂
れ
壁
の
高
さ
、
配
置



チ
ェ

ッ
ク

項
目

正
し

い
値

FC
A

AR
CH

IT
RE

ND
ZE

RO

TO
A

Ul
tim

at
e

宮
川

工
機

M
P-

CA
D8

ﾈｯ
ﾄｲ

ｰｸ
ﾞﾙ

XS
TA

R
CS

T
AL

TA
DT

S
W

al
k 

in
 h

om
e
ｲﾝ

ﾃｸ
ﾞﾗ

ﾙﾎ
ｰ

ﾑｽ
ﾞ君

HS
B

⑤
1
筋

か
い

端
部

と
柱

は
入

力
点

が
一

致
し

て
い

る
か

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
×

2
筋

か
い

の
向

き
、

取
り

付
き

面
は

正
し

く
設

定
さ

れ
て

い
る

か
。

〇
〇

〇
〇

△
×

〇
〇

⑥
1
屋

根
勾

配
、

軒
先

形
状

、
基

準
点

の
位

置
、

高
さ

は
正

し
い

か
屋

根
勾

配
4寸

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

軒
先

形
状

1:
タ

ツ
(垂

直
)

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
〇

基
準

点
位

置
と

高
さ

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

2
屋

根
の

領
域

線
と

外
壁

の
領

域
線

が
一

致
し

て
い

る
か

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

3
軒

桁
、

母
屋

の
裏

側
の

入
力

点
は

下
層

の
柱

の
位

置
と

一
致

し
て

い
る

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

4
軒

桁
、

母
屋

の
妻

側
の

端
部

は
伸

び
量

が
補

正
値

と
し

て
60

0と
設

定
さ

れ
て

い
る

か
伸

び
量

60
0

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
〇

5
母

屋
の

レ
ベ

ル
は

正
し

い
か

母
屋

レ
ベ

ル
(2
層

基
準

レ
ベ

ル
基

準
)

36
4

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

6
通

し
柱

に
対

し
て

横
架

材
は

仕
口

が
で

き
る

よ
う

に
「

返
り

」
で

入
力

さ
れ

て
い

る
か

〇
〇

〇
△

〇
〇

〇
×

⑦
1
横

架
材

の
入

力
点

は
柱

の
入

力
点

と
一

致
し

て
い

る
か

〇
〇

〇
〇

〇
〇

－
×

2
伸

び
返

り
は

継
手

が
発

生
す

る
よ

う
に

適
切

に
入

力
さ

れ
て

い
る

か
〇

〇
〇

〇
〇

〇
－

×
3
偏

芯
量

と
方

向
は

正
し

く
設

定
さ

れ
て

い
る

か
〇

〇
〇

△
〇

×
－

×
⑧

1
屋

根
勾

配
、

軒
先

形
状

、
基

準
点

の
位

置
、

高
さ

、
軒

の
出

は
正

し
い

か
屋

根
勾

配
3寸

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

軒
先

形
状

2:
カ

ネ
(直

角
)

〇
〇

〇
〇

△
〇

－
×

基
準

点
位

置
と

高
さ

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

軒
の

出
40

0
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
2
寄

棟
の

屋
根

が
正

し
く

入
力

さ
れ

て
い

る
か

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

下
屋
の
配
置

横
架
材
の
偏
芯

寄
棟
屋
根
の
配
置

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

筋
か
い
の
配
置








